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  〔 OAP要旨〕
脊椎カリエス後高度後弯変形に対し
pedicle subtraction osteotomyによる
矯正手術治療を行った 1例
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　若齢期の脊椎カリエスによる腰椎高度後弯症例に起因する慢性腰痛および歩行障害をきたして
いた80歳女性に対して，骨切り術を用いた矯正固定術を行った。術前画像検査にてT9-L1椎体は
靱帯骨化による癒合と脊椎カリエスによるL2-3椎体の変形癒合に伴う矢状面アライメントの高度
不整による後弯変形を呈していた。脊椎矢状面アライメントの評価パラメータであるLL（Lumbar 
Lordosis: 腰椎前弯角。正常35～50°程度）は－24.1°，SVA（sagittal vertical axis: 第 7頸椎の垂線
から仙骨後壁上縁までの距離。正常50㎜以下）は570㎜と大きく偏移していた。本患者に対してL2
椎体に対し椎弓根切除を特徴とする骨切り術式であるpedicle subtraction osteotomy（PSO）によ
る矯正固定術を行った。椎体の骨切りとT9-S1固定術を併用することにより約56.1°の矯正角を獲
得，矢状面アライメントはLL32°，SVA56㎜と改善した。その結果腰痛や歩行障害などの症状は消
失，独歩にて自宅退院となりADLおよびQOLは著明な改善をきたした。高齢化社会の進行に伴い
変性による脊柱後側弯の症例は増加傾向にあるが，特に本症例のような脊椎カリエスに伴う高度脊
柱変形を伴う症例では，生理的自然経過を超越した高度変形に伴う矢状面アライメントの異常がも
たらす脊髄や神経根の圧迫・狭窄による痛みやしびれ，麻痺などの神経症状に加えて体幹筋のバラ
ンス異常・負荷増加による疼痛や歩行異常を来すことが多い。このような症例では脊柱の可動性も
極度に低下しているため通常の固定術・除圧術では十分な矯正が得られないことが多く，本症例の
ようにPSOをはじめとした骨切り矯正固定術を併用した術式が有効である。
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